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❖聖書箇所　ローマ人への手紙12章1節　　　　　❖説教題「キリスト者として生きるとは」 
◆(序)新しい展開 
　旧約聖書と主イエスによって実現した福音の全体を余すところなく要約し、二千年の教会の歴
史の中で重要視され、用いられてきた来たローマ書は、11章までの教理についての部分(罪とは何
か、選民の目的、律法の役割、義の実現、義とされた者の霊的状態、義人に対する神の導き、選
民イスラエルの行末について)と、12章からの義とされた者の生きかた、キリスト者倫理の部分か
らなっています。　 
　本日の箇所は、その具体的生き方を示す後半部分の最初、義とされた者として世において神に
ふさわしく生きるように勧めているところです。 
　パウロは、義とされた者としての生き方を勧めるに際して、いつも一つの法則を語っています。
神がなしてくださったこと、神の恵みについて語り、そうしたうえで主にあって生きることの実践
を求めています。 
　それは、ローマ書だけではありません。パウロの殆どの書簡において共通しています。決してい
きなり、あなたがたはキリスト者であるから神の民らしく生きよと言っていないのです。その前
に、人は元々どのようなものであったのか、いかに豊かないのちを持つ存在であったか、しかし、
現実はどうしてこうなっているのか、それに対して神はどうされたのかを明らかにしています。そ
れらを確認したうえで、恵みを受けた神の民として生きるように勧めているのです。 
　このような考え方をするのは、パウロ自身の経験とも深い関係があると考えます。 
パウロは福音を知る以前、イスラエルの歴史や律法を学び、そして律法に定められたことを行う
ことによって義とされると考えていました。そのために広く、深く律法を学び、熱心なパリサイ派
として律法を実践しようとしていました。しかし、その姿勢を通して神に近ずきたいと願えば願う
ほど、律法に従えない自分の姿を知らされました。どう努力しても義、神の救いの確信を得るこ
とができなかったのです。そのような時に、特別に顕われてくださった復活の主イエスによって、
主の字架の死と復活が罪深い自分のためであったと知り、信じ、遂に罪の赦し、義の確信が与え
られたのです(使徒の働き22章、26章の証し)。  
　その経験は、今までの考えを根底から覆すものでした。義を受けるために大切なのは、神の恵
みに対する砕かれた心による信仰だと分かったのです(ローマ1章17節、3章)。神が与えてくだ
さった奥義は、行いによる義ではなく、信仰による義だと分かったのです。 
　クリスチャンたちに信仰者としての生き方を勧める根底にはこの経験があったのです。自分がつ
いにたどり着いた、知識や行いによらず、ただ神の恵みを信ずることによって義とされるというこ
とから、まず人間の本来の姿、又神が与えた恵みについて語り、そうしてキリスト者としての具体
的行動について指示をしているのです。 
　◆(本論)主にあって生きる者に知っておいて欲しいこと 
①こうしてパウロは「ですから、兄弟たち。私は、神のあわれみのゆえに、あなたがたにお願い
します。」と、クリスチャンとしての生活の土台、原動力は、先に与えられている神のあわれみ、
恵みであることを確認するのです。現実社会においてキリスト者として生きる力は、神の側が示し
たあわれみ、恵みである、罪人、神に背き、自分を誇ったり、反対にあきらめたりしていた者を
最も深い犠牲を払って愛してくださった神のあわれみ、愛であると伝えるのです。 
　私は、この順序は、現代の信仰者にとっても大切であると思います。何故なら、キリスト者です
ら、それとは違う考えをもちやすいからです。キリスト者として生きるうえにおいて大切なのは、
自分を律すること、自分を制することだと思っている人が多いのです。 
　しかし、この考えはもっともらしく見えますが、実際のクリスチャン生活において力とならな
いだけでなく、信仰生活から喜び、平安を奪い、恐れに満ちた信仰生活をもたらすのです。 

 1



　　　　　　　　　　　　　　　金沢中央教会・今週の説教　　　　　　　 　　　2024.3.10
新しく生まれ変わった者として、ずっとキリスト者らしく生きることができるのは、罪人である自
分を真に愛してくださった神の豊かな愛を受けとめることなのです。 
　こうしてパウロは、まず罪人である私たちに対して神様の側があわれみを示し、豊かな愛を与え
てくださっていることを深く想うべきである、そしてその神のあわれみを知った者としてそれに応
えて生きるようにと語るのです。 
　そういった考えは、町全体に偶像が大きな力をもち、キリスト者としての歩みが困難な状況に
あったエペソのキリスト者に送った書簡において特に明確に言われています。救われた者として生
きることを勧めているところを見ると「ですから、愛されている子どもらしく、神にならう者と
なりなさい。」(5章1節) 「あなたがたの間では、聖徒にふさわしく、淫らな行いも、どんな汚れ
も、また貪りも、口にすることさえしてはいけません。」(2節) 「あなたがたは、以前は闇でした
が、今は、主にあって光となりました。光の子どもとして歩みなさい」(8節)。 又ピリピ1章27節
aもそうです「ただキリストの福音にふさわしく生活しなさい。」と言っています。 
　お気ずきのようにこれらでも、先に愛されたこと、聖くせられたこと、光の側に移されたこと、
福音の恵みを受けたことを思い起こさせているのです。これは聖書全体の重要な原則です。 
②キリスト者としての生き方の原点を明らかにしたうえで、続いてパウロは「あなたがたのからだ
を、神に喜ばれる、聖なる生きた供え物として献げなさい。」と恵みを受け、義とされた、キリ
スト者としての具体的目標を示しています。 
　この箇所も極めて大切です。信仰生活とはどういうものであるのか、はっきり示しているからで
す。信仰者として生きるということは、親切な暖かい人間になることでも、この世の汚れから離れ
て生きることでもなく、「あなたがたのからだ」頭だけでない、感情だけでもない。生き方全体
を「神に喜ばれる、聖なる生きた供え物」神に受け入れられる、特別に取り分けられた、腐敗し
ていない、傷のないものとしてささげることだと言うのです。 
　具体的にはどういうことでしょうか。それを考えるにあたって、主が言う神に受け入れられる、
聖なる生きた供え物は、おうおうにして人が考えるものとは違うことに注意すべきです。このよう
に言うと、人はすぐに少しの汚点もない、立派な生活を送る人を考えます。しかし、みことばが
示すのは、本当に自分の罪を知り、砕かれ、悔い改め、主の愛に深く感謝し、ただ主を仰ぎ、従
うと祈っている人のことです。詩篇51篇16節~17節(朗読)。 預言者イザヤもその意味を明らかに
しています(イザヤ57章15節)。 罪を悔改めて、心から主を愛し、倒れ、傷ついている人と共に歩
もうとする姿です。決して世において目立つ立派な人になるということではありません。 
◆(終わりに) 御心にかなう生き方 
　最後にパウロは、結論として「それこそ、あなたがたにふさわしい礼拝です。」と言います。救
いを与えてくださった主の御心にかなっているという意味です。こういった姿こそ、主が喜ぶ礼拝
だといいます。 
　何故、わざわざこういうことを言う必要があったのでしょうか、当時、ローマにおいて、キリ
スト者として生きることは容易でなかったからです。外国の変わった宗教を信じている油断なら
ない者たちと思われていたのです。ですから、クリスチャンの側でも具体的にどう生きたら良い
か分からなかったのです。その状況を受けて、パウロは、人からどう見られてもあなた方は、一
方的に愛され、救われた者として、心から主を愛し、倒れ、傷ついている人と共に歩む生き方を
しなさい、それこそ、主が望んでいることですというのです。 
　それが主が喜ぶ礼拝、理にかなった礼拝の生活であると言うのです。大切なのは普段の、日々
の生活であると使徒は言います。普段の生活が神の恵みの中で、神に受け入れられる、聖い、生
きた備え物となり、そして御心にかなった礼拝の生活となるように願って行きましょう。そのよ
うな人々が求められているのです。そして、それこそがいつまでも残る信仰生活です。
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